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1 ．は じめ に

　今 日，科学 と技術 は
一

口 に科学 ・技術 と い われ

るよ うに ， 密接に 結 び付 い て い る。科 学の 発達 は

技 術 を進 歩 させ るが ， 同時 に こ の 技術 の 進 歩 が ま

た 科学の 発達 に役立 つ
。 しか し， 科学 と技術 は本

来別個 の もの で ある。現象 を客観的に把握 して記

述す るため に は ， 計測 が不可欠で あるか ら，科学

と技 術 を結 び付 け た最初 の もの は 計測 で あ る
1）
と

い わ れて い る。すな わち，科学 と技術の つ なが り

は 生産の 場 で 技術 を成 り立 た せ て い る もろ もろ の

成素 （素材や 手段）が 測 られ る こ とに よ っ て成 立

す る。それ故，原材料 ・副材料 など の 労働対象や

道具 ・機械 な ど の 労働 手段 を量 的に 測定す る必要

が 生 じ始め た時，計測 を通 して ，技術 は科 学 （法

則） の 世界に近付 い て い く。 工 学 を工 業技術 に 関

す る 白然科学 と規定す る
2）な らば ， 生産 の 場 へ 計

測 機器 を持ち込 ん で ， 労 働 手段 や 労働 対象を計測

す る こ と に よっ て ， 工 学の 成立 が 可能 に な る 。

　和鋼 の 製造や 日本刀の 製作に 代表 され る よ うに ，

わが 国の 明治以前の 技術 は計測 とい うもの をあま

り重視せず， もっ ぱ らか ん と こ つ に依存する部分

が 多か っ た 。 た とえば ， 和 鋼 の 製 造 で は村 下 と称

す る技師長が 火の 状態 を観察 しなが ら， 木炭や砂

鉄 を適宜た た らに投入 して ，た た ら吹 きを行 っ て

い る 。

　わ が 国 の 明治以前 の 技術が 計測 よ りもか ん や こ

つ を重視 した こ とは，良品の 製作 を設備や機器の

改善に 求め ず ， 現有す る それ ら を極限 まで 巧妙に

使 い こ なす こ とによ っ て 達成する と い う， 精進重

視 の 職 人道的名人観 に よ っ て も理 解で きる 。 多分 ，

こ の 背景 には華術 ・剣術 ・柔術で は な く，華道 ・

剣道 ・柔 道 と称 する 国民性が ある の で は ない か と

思 われ る 。 また ， 現 状維 持 を絶 対条件 とする封建

社会が 長期 に わた っ て 続 い た こ と も
一

因で ある か

も しれ な い 。江 戸期 に お い て
， 設備や 道具の 改善

は お上 を恐 れぬ 仕業 と して警戒 され た
3）。

　 その ため か ， 明 治期に 入 っ て ， 欧米か ら各種 の

機械製作技術 が 導入され，それに と もな っ て ノ ギ

ス や マ イ ク ロ メー
タなど の 測定器類 も輸入され た

と思 わ れ るが ， 当初 はあ ま り普及 しな か っ た ら し

く．，明確 な使用 記録 は 明治 30年 代 後 半 まで なv・ 4）。

ちな み に 名古屋地 方の 時計工業 界 で は ，
日 露戦争

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 でマ v ）

か らノ ギス が 人 っ て ，10分 の lmm ま で 測れ るよ

うに な っ た。 しか し，マ イク ロ メー
タが 導 入 され

て ， 100分 の 1mm まで 測定 で きる よ うにな っ た の

は第二 次世 界大 戦後 とい われ て い る
5）

。

　明 治40年代 に 入 る と ， わ が 国で もぼ つ ぼ つ ノ ギ

ス や マ イク ロ メ ータを使 用 して 機械加工 を行 うよ

うに な っ た ら し く， 3年制 の 徒弟学校で ある東京

府立職工 学校 で は 明治 40年 に 33円 で マ イ ク ロ メー

タを購 入 して い る
6｝

。 ち な み に ， 明治 42年 の 三 菱神

戸造船所 の 初任給 が 東大 の 電気工 学科卒で 35円 ，

東京高等工 業学校 の 電気科卒が 28円，機械科卒 が

25円 で あ っ た
7）
か ら ， 大工 場 が こ れ らの 測 定器類

の 購入 を躊躇す るほ ど ， そ の 価 格 が高か っ た とは

考 え られ な い
。 思 うに ， 明治 40年頃 まで の わが 国

の 機械 製作技術は まだ ノ ギ ス や マ イ ク ロ メー
タな

ど の 測定器類 を使 用す る ほ ど高度な段 階 に 達 して

い ず ， ス ケ ール とパ ス を主体 とす る現物合 わせ で

充分 間に 合 っ て い た の で あ ろ う。

　 しか し， 欧米先進諸国の 方式 に準 じて ， 厳格 な

規格の も と に 工 作機械 を製 作 しよ うとすれ ば ， お

の ずか らダ イヤ ル ゲ ージ や マ イ ク ロ メ
ー

タな ど の

測定器類 を使用 して 計測する こ とが 必 要に なる 。
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表 1　 第二 次 世 界大戦前の 機械 工 業 の 推移 （磯部 ）

工 場 数 〔百 ）

稼 工 数 （千 人 ）

生 産 高 （干万円）

昭 和 5 年

　　　　　　r
昭 和 6年 昭 和 8 年 昭 和 工O年 昭和 12年 昭 和 14年

56 （9 ）

168 〔10）
62 〔11）　 1

　　　　59 （9 ）　　　　　　　　　　　　　1

　　　158 （10）旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　44 （9 ）

79 （ll）
　　　　　　　　　　1
249 （13）
81 （10）　 1

104 〔12）

368 （16）
133 （13）

146 （14）

602 （2の
238 〔15）

231 （17）

1127 （30｝

542 （22）

　　　 （　 〕内は 全工 業 に 対す る割 合 （％ ）

こ の 方式に よる最初 の もの は 明治 38年 に 池 貝鉄 工

所で 製作 さ れ た ブ ラ ッ ドフ ォ
ー

ド型 米式旋盤 2 台

で ある
S 〕。 こ の 旋 盤は東 京高等工 業学校 か ら受注

した もの で ， 同校 の フ ラ ン シ ス 講師 が 指導 し ，
ダ

イヤ ル ゲ
ー

ジ や マ イ ク ロ メー
タ を使用 して厳格 な

検査 を行 っ て い る 。

　機械 製作技術 の 発 展段 階をそ の 主要 な柱 の
一

つ

で あ る計測 と い う面か ら眺め て み る と ， まず第一

の 画期的な段階 が こ の 測定器 の 導入 で あ る
9）

。 製

作 した 機械類 の 精度 を規格で 定め られ た精度 に恒

常的に合致 させ るた め に は，精緻な工 作機械の 存

在 とそ れ を 自在 に取 り扱 う作業者が 必要な こ とは

論 を また な い が，同 時に ， 精 密な測定 器 に よる各

部の 測定が 不可 欠で あ る 。

　続 い て ，次 の 段階で 問題に な る の は，限 界 ゲ
ー

ジ方式 の 採用 に よ る互換性大量生産 で あろ う。 現

代機械 工 業 の 特徴で ある互換性大量生産は ，計測

技術が 著 し い 発展 を遂 げ た今 日 ， 必 ず し も限 界 ゲ

ージ を必要 としな い が ， 互換性大量生産法が 確立

され た 時点 に お い て は 不可欠 の 計測手段で あ っ た

と，思わ れ．る。

　互 換性大量生産 は ， それが成立 す る た め には外

的条件 と内的条件 の 両方 を満 たすこ とが必 要で あ

る と思 われ る 。 外 的条件 と して は ， 最低限 ， 生産

量に 見合 うだ け の 需要が 必要で ある か ら，輸出に

主力 をお く こ とが で きな い 場合 ， 兵 器類や ミシ ン

な ど の 最終消 費財 を除 い て ， 自国の 工 業が
一定 の

発展段階 を遂 げて い な ければ な らな い
。 また ， 内

的条件 と して は ，時間的制約 と空間的制約 を超越

して 所定 の 工 作精度を保証す る た め に 必要 な特有

の 機械加工 技術，つ ま り限界ゲ ージ方式の 確立 が

必須 条件 に なろ う。

　 限 界 ゲ ー
ジ方式は

一
定 の 精度 を有す る 工 作機械

の 確 保 な ど の ハ
ー

ドの 部 分 と作業方法 を標準化 ・

単純化 ・専門化す る ソ フ トの 部分 か ら成 り立 っ て

い る。後 者は ゲ ー
ジ

・工 具
・
治具

・
取 付具 な どの

精 密測定 器具 な い しは 治工具 ， 統
一

化 され た寸 法

規格 と計測 規格 ， ある種 の 機 械 製 図技術 な ど を基

礎 に し て い る
10］。

　互換 性 大 量生産は こ れ ら の 外的条件や 内的条件

の うち ，
い ずれ の

．・
つ を欠 い て も成立 しな い と考

え ら れ る か ら ，
そ の 展開は 機械工 業 に お け る近代

化 の 水準 を測 る
一

つ の 指標 に な り得 る
1 ’）と思わ れ

る 。

　 わ が 国の機械工場 に お け る限 界 ゲ
ー

ジ 方式 の 導

入 は大正 3年 に芝浦製作所で行われ て い る 。 呉海

軍 工 廠 が こ の 方式で製 作 し た 14cm 砲 架 を大正 10

年 の 工 作機 械展 覧 会に 出品 した こ と も原 因 して ，

同 13年頃か ら限界 ゲ ー
ジ方式に 関する普及 活動 が

急激に 高 ま り，翌 14年 に は一コニ業品 規格統
一

調査 会

の 第 4 部に挟範の 特別委員会が 組織 される 。

　 しか し， 当時 の わが 国の 機械 工 業は 欧米諸 国に

比 べ て質，量 ともに著 し く劣 り，

一部 の 機械 類 を

除 い て ，大量生産の 可能 な もの が あま りな か っ た

た め ，限界ゲ ージ方式 の 機械工 業界へ の 浸透 は 目

覚 ま し い もの では なか っ た 。

　限 界ゲ ー
ジ方式が 機械工 業 界の 注 目を再度浴 び

る よ うに な る の は ， 昭 和 10年代 の 軍 需産業 の 活性

化 に と もなっ て ， 工 作機械や 航空機 など の 大量生

産が 日程 に の ぼ る ように なっ て か らで ある 。

　限 界 ゲ ー
ジ方式 の 日本標準規格 （以下，JES と

略記す る）制 定まで の 状況 に つ い て はす で に 別報

で 述 べ た
12）の で ，こ こ で は それ 以 降第二 次世 界大

戦終 結に至 る まで の 推移 に つ い て ， 大雑把 なス ケ

ッ チを試 み る。

2 ．当時の 我国の 機械 工 業 の 状況

　わ が 国の機械工 業は ，表 1 に 示 す
13）

よ うに ，昭 和

6 年 に勃発 した 満州事変 を機 に 立 ち直 りの 兆 しを

み せ る。それ 以降，工 場数，職工 数，生産額 と も

増加の 一途 をた ど り， 昭和 10年頃か らは著 しい 活

況 を呈 す る よ うに なる。 さ らに ，昭和 12年 に 発 生

した 支那事変 に よっ て，機械工 業の 生産高は爆発

的な伸 び を示 すに 至 っ た 。

　機械 を作 る 「機械」 として，機槭工 業の 基礎 を

なす工 作機械工業 も， 満州 事変以降 ， 軍需 を中心
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表 2　 金属工 作機 械機種別 生 産 実績 （小峰）

T ヨ　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　
ト

昭和 8 年　　　　　　　　　「昭和 ユ2年 昭和 14年 昭和 16年 昭和 ユ9年　．

旋　 　盤 3363 ユ0445 39387 20643 24568
ボール 盤 784 4357 5682 6120 5990

中 ぐり盤 42 237 576 521 1369
フ ラ イス 盤 476 1931 7424 7297 8614

研 磨 版 305 1973 4995 5308 6003

歯
．
切 盤 28 212 252 536 980

平削盤 58 444 608 369 229

形 削盤 369 1528　　13339 1829 739

　　堅削盤1
30 204 　 … 527 701 282

金切鋸盤 163 364 2010 1227 351

ブ ロ
ー

チ盤
一 一 3 23 95

．そ の 他
『 193　 　

． 2097 1484 4624
…
　　　　　計 5618 21888　　旨 66800 46058 53844

とす る機械工 業の 活性化 に ともな っ て ， 表 2 に示

す 14）
よ うに ， 生 産量 が伸び始め た 。 昭和 7年の 中頃

に な る と，
一

流工 場で は 陸 ・海軍 な らび に 軍需品

製造工 場 などか らの 注文 が殺到 し，在庫品 を一掃

した の み な らず ， 新規受 注に も応 じか ね る よ うな

状 態に な り， 需要者 は次 第に二 流 以下 の 工 場 に も

発注す る よ うに な っ て ， 弱小工 作機械製造業者 を

輩出させ る素 因を作 っ た
15）。昭和 8年以 降，こ の よ

うな傾向は
一

層顕著 に な っ た 。各工 場で は設備 を

拡張 し た り， 下請工 場を極力利用 する な ど して ，

生産量 の 拡大 を図 っ たが ， それ で も生 産が需要に

追 い 付か ず， 多 くの 工 場 で は 受 注残が
一

ケ 年の 生

産 量 を越 える よ うに な り，納期が
一

年先 と い うよ

うなこ とも珍 しい こ とで はな くな っ た 。

　昭和 4 年 の 工 作機械 の 生 産 額 は わ ずか 560万 円

に すぎ な い が ，昭和 11年 に は それ が 3650万 円 に急

上昇 して い る 。 また ， 支那事変勃 発の 翌年の 昭和

13年の 生産量は 金額で 前年 の 4倍 強，生産台数で

3倍強 に も達 して い る 。 しか し，
こ の よ うな工 作

機 械 工 業 界 の 活況 は も っ ぱ ら量 的な側 面に とどま

り， 質的な面で は幾分 進 歩 を遂 げ た もの の
， 依然

として ， そ の 後進性 を払 拭する こ とが で きなか っ

た。

　生 産 され る工 作機械の 大部分 が
一

般工 作機械で ，

高級 な技 術 を要す る ジ グ ・ボ
ー

ル 盤 ， 歯車研 磨盤

ね じ研磨盤 ， 歯切盤 ， 高速旋盤 など ， 高級工 作機

械 は そ の ほ と ん ど を外国製品 に依 存 し て い る
16）

。

また ，国産が 可能な工 作機械類 も詳細に 検討 すれ

ば，多 くは外 国製品の 模造 で あ り，厳密 な意味 に

お い て ， 技術的 な独 立が達成 された とは い い 難か

っ た 。

　 さらに ，昭和 13年 に制定 され た 工 作機械事業法

も，200台以上 の 機械設備 を揃 えれ ば ， 保護工 場 と

して税金 の 減免 ， 原材料 の 優 先配給 ， 奨励 金 の 下

付 な ど の 特典が 与え られ た の で ，数 量的な面で の

生 産拡充に は 貢献 した もの の ，「殆 ど役 に 立 た ぬ よ

うな低級品 の 生産過剰 に 陥 り」，品質精度 の 改善や

能率の 向上 と い う点で は所期 の 成果 を あげ得 なか

っ た
1η

と い われ て い る 。

　工 作機械 の 生産 水 準は昭 和 13年 を ピ
ー

ク に 敗 戦

の 前年の 19年 まで ほ ぼ 横 ば い を続ける が ， 斯業の

こ の ような量的 に ア ン バ ラ ン ス な膨張は ，軍事機

械工 業全体 の 生産計画 を狂 わせ る とともに ， 零細

な下請企業 に そ の 矛 盾 を集中 させ た
L8
聖 い わ れ て

い る 。

　零細下請業者は 工 廠や 大企業の 工 員か ら転身 し

た 者が 多い 。大企 業で は 設備 更新 の 際，不用に な

っ て ス クラ ッ プ化 しか け た機械 や老朽工 貝 を外部

に押 し出す
「g ｝

。 ま た
， 腕 に覚え の ある工 員が 親企 業

か ら独 立 する こ と もあ る
2ω

。 それ らの 工 員 が貯 蓄

な い し親戚や知 己か らか き集め た わずか の 資本 を

元 手 に ， 安物 の 旋盤や ボ
ー

ル 盤程 度 の 工 作機械 を

2 〜 3 台購 入 した り， 親企業か ら譲 り受 けた古 い

機械 を設備 して ， 零 細業者 と して 再起 す る 。 零細

業者は人的 つ なが りを生 か して ， 極め て低 い 工 賃

で な か ば親企業 に 従属 した 形 で，元 の 企 業に 下請

と して 人 り込む 。 こ の よ うな形態で 工 員が 親企業

か ら独 立す る こ と は ， 大企業の み ならず中小企業
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で もみ られ る し，戦時 で も平時 で も生 じる現 象で

あるが ，
工 作機械工 業が 急激 に膨張 した こ の 時期

に爆発 的 に起 こ っ た こ とは想像 に難 くな い 。

　こ の よ うな零 細 下請企 業 で は ， 機械 や 治
・工 具

ならび に 計測器類な ど の 生産設備 も劣悪で ある し，

技術的知識 もご く
一

部の 業者 を除 い て，允分 な も

の を持 ち合 わ せ て い なか っ た と思 われ る 。 生産性

の 低 さは家族や徒弟 の 労 動 力 の 利用 した り， 長 時

間労 働 に よ っ て あ る程 度 カバ ー
し得 た と して も，

部品の 互換性や 均質性 な どを恒常的 に確保す る こ

とは と うて い 不可能 で あ っ た し，零細経営 と技術

的知識 の 欠如が 足か せ とな っ て ，技術水準の 向上

も期待す る こ とが で きず ， 親 企 業 との 技術格 差 も

開 く
一

方で あ っ た 。

　軍需品を中心 と した 需要量 の 急激 な膨張 ， 下請

へ の 依 存度 の 増大，量的 な面 は こ な して も質的 な

面 を達成 し得 な い 下請 ， 組立 時の 現 物合 わせ で 下

請の 技術力 をカ バ ー
する 大企 業 ，

こ れ が 支 那事変

以降，第二 次世 界大戦終 結に 至 る ま で の わ が国機

械工 業 の 姿で は なか っ た か と思わ れ る 。

3．規格 面 で の整備

　限界ゲージ 方式 に 関する JES規格 の 整備 は ， 昭

和 5 年ピ限界ゲージ 方式が ，同 6年 に は 限界ゲ ー

ジ 自体 の 規格 （以下 ， 両規格 と略記する） も制定

され ，

一応の 決着 をみ た。

　規 格 面で 当面残 され た課題 は，万 国規格統
一

協

会 （以下，ISA と略記す る）の 限界ゲ ージ 方式規

格草案 に対す る両規格 の 整合性 の 問題 と，ね じ用

限 界 ゲ ー
ジ方式に関す る 了ES 規格 の 制定 で あ る。

3」 　 両規格制定以 降の 状況

　両 規格 の 制定に は大 阪挟 範協会 の グ ル
ー

プが か

な り貢 献 した らし く， 限界ゲ ージ の JES規格の 解

説文書
21 ）に

　　大阪挟範協会 ， 陸 海軍 両 省 の 提案並 に内外国

　　製造所 の 実例 を参考 と して ，

一般 に使用 せ ら

　　る る板 「ゲ ージ」「ス ナ ッ プ ゲ ージ 」「プ ラ ッ

　　 グ ゲ ージ 」「フ ラ ッ トゲ ージ」及棒 「ゲ ージ」

　　 の 寸法形 状 を規 定 した もの で あ る 。

　 と記 され て い る 。

　大 阪挟範協会 と呉海軍工廠砲熕部 （以下，砲熕

部 と略記する）は ひ ん ぱ ん に交流 して い た よ うで

あ る。大正 13年 6 月 ， 大阪挟 範協 会が 秦千 代吉 の

『リ ミ ッ ト
・ゲ ー

ジ ・シ ス テ ム の 応 用』を編 纂 ・

刊行 した
22）の を手始め に

　　 6 ．同年 7 月，海軍造兵少将伍堂 卓雄，海軍

　　造兵 中佐 日高鉱一
， 海軍 造兵 少佐倉橋審一郎 ，

　　海軍 技 師秦千代吉 ， 大 阪挟範協会名誉会員 に

　　推薦せ らる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くマ？）
　　 7 ．大正 14年 6 月，大 阪挟範協会，大阪府立

　　工 場懇話会並 に 大阪鉄工 組合 の 主催 に て 治具，

　　フ ィ ッ ク ス チ ュ ア に関す る講演会 を開催せ ら

　　れ ， 呉海 軍 工 廠 砲 熕部 よ り海 軍 造 兵 中佐倉橋

　　審
一

郎，海軍技 師村上 惣 次郎講師 と して招 聘

　 　 せ らる 。

　　 8 ．昭 和 2 年 5 月 ，
リ ミ ッ ト

・ゲ ー
ジ

・シ ス

　　テ ム に就 て海 軍艦政本部菱川造兵 中佐 と大阪

　　の 佐藤氏 と協議 の 結果 ， 海軍案 と して 商工 省

　　 に提 出案 の 作製 をなす。

　　 9．昭和 3年 5 月 ， 大阪挟範協会副会長 以下

　　 22名呉海軍 工 廠 を見学す 。

　　 1 ．同年 9 月，商工 省の 依頼 に よ り工 作挟範

　　 の 製作認許に就 き， 海軍技師沢村農夫衛大阪

　　 に 出張大阪挟範協会 と協定 し，呉大阪協定案

　　を決 定す。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （vv ）

　　 11．昭和 6年 2月 ， 大 阪工業奨励館 に於 て 「限

　　界ゲージ 方式 と機械設計に就 て 並 に 限界ゲ ー

　　ジ に関す る参考資料」に就 て秦技 師講演 を な

　　す。

　 な ど，盛 ん に交流 して い る
23）。

　 両規格 の 制定に 関与 した 当事者は か な りの 自信

を持 っ て い た らし く，商工 省 の 担当官 で あ っ た 吉

田永助は 「我国 の 規格 は世 界各国で最近 制定 した

規格 に 比較 して遜色 の な い もの で あ D ， 或点に お

い て は更に 進 んだ所が あ る
2
例 と自賛 して い る 。

　 昭和 7年 3 月25 日 か ら 4 月20 日 まで，大阪府立

工 業奨励館で 第 2 回国産振興精密機械器具展 覧会

が開かれ て い る
25 ）

。 こ の 展覧会 に は大 阪府立 今宮

職工 学校 （以 下 ， 今 宮職工 学校 と 略記 する ）が ゲ

ージ類 を，汽車製造 も限界ゲ ージ を出品 して い る。

　 こ の 頃 ， 汽車製造の 吉本源之助が 限界 ゲ ージ の

ラ ッ プ仕上 に 使用す る ラ ッ ピ ン グ ・パ ウ ダー
の 検

討 を行 っ て い る
26 ）

。 限界 ゲ ージ の 生命 は仕 上 寸法

の 正確 さ と，熱処理 に よる経時変化や使用 中の 磨

耗 に ともな う寸法変化 の 防止 に ある
27）

が ， そ の ポ

イ ン トの
一一一D は ラ ッ プ 仕 上 で あ る 。 従 来 ， ラ ッ ピ
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ン グ ・パ ウダ
ー

に つ い て は あまり関心 が 払われて

い ない が ， ラ ッ ピ ン グ時の 研 削量 （加工 量）や仕

上面 の 粗度は パ ウ ダー
の 種 類や 粒度に よ っ てか な

り異な るか ら ， そ の 選択 に は充分 注 意すべ きで あ

る と ， 吉本 は 述 べ て い る 。

　 汽車製造 で は ，社長の 長谷川正五 が 大阪挟範協

会の 副 会長に就任 した S），
工 業品 規格統一調査会

の 限 界 ゲ ー
ジ 方式に関す る特別 委貝会で 活 躍 す る

な ど して ， 限 界ゲ
ー

ジ方式に積極 的に 取 り組ん で

い る が ，
一

般 の 工 場で は 形式的 に 同方式を適用 し

て い た 面 もある。た とえば，限界ゲ ージ で検査 を

行 う場合 ，
ゲ ー

ジ と品物の 温度が ほぼ 同
一

で な い

と検 査結果 に 誤 りが 生 じて ，合格 品 が 不合格 に な

っ た り ， 不合格 品が 合格 した りす る 。 佐 々 木重雄

は 「心得 た 職 工 は こ れ を利用 して 製 品寸法 の 瞞着

を企 て る こ とが 屡 ある
28）
」と述べ ，当時 の わが 国の

機械工 場で 同方式 が 完全 に定着 して い なか っ た
一

端 を明 ら か に し て い る 。

3，2　 tSA の 限界ゲ ージ 方式規格草案

　ISA の 規格草 案は 昭 和 6 年 5 月 に コ ペ ン ハ
ー

ゲ ン で 開 か れ た ISA 技術委 員会 大 会 の 第 3部 技

術委員会第 2 回総会 で 審議され，大 多数の 参加国

が 承 認 を与 え た 。

　 わが 国か らは両規格 の 制定 に直接関与 して い な

か っ た佐 々 木が臨時産業合理 局 の 命令 で 技術委貝

と して 参加 した 。 わ が 国の 参加 は 今回が 初め て で

あ っ た が ，JES規格の 制定直後 で もあ っ た の で，

JES規格 に特別 の 考 慮 を払 うよ うに要請 した 。

　帰国後 ， 佐 々 木 は機械 学会 の 講演 会で ISA の 規

格草案 に つ い て報告 して い る
29 ｝が ， 「将 来我国 の ゲ

ージ 製作技術 が 進歩 した 暁に於 て は，当然 ISA 規

格 に 応ずるや う我国規格 を改正 すべ きであ る」 と

述 べ
， さら に 移行 の 際 「現 行規格 との 互 換 1生を著

し く失 ふ こ とな く万 国統
一一・St格 を採 用 し得 る可能

性が ある」 と記 して い る 。 ISA の 限界ゲ ージ方式

は 昭 和 10年 に最終案 が発 表され た 。 その 後，わ が

国で も ISA 方 式の 導入 に よる JES の 改善 が 問題

に な り
， 苦心 の 末 ，

ISA を取 り入 れ た 臨 JES が制

定され た が ，普及 しない うち に 敗戦 に至 っ た
3 °）

。

3．3　ね じ用 限界ゲ ージ 方式 と限界ゲ ージ

　ね じは用途が 広 い こ とと使用量が 多い こ とな ど

で ， 機械 要素 中白眉 をな すが ， 形 状 が複雑で 誤差

の 生 じる 箇所 が 多い 。 した が っ て ， そ の 検査 も有

効径 ・外径 ・谷径 ・ピ ッ チ ・Lj」の 角度 ・
山頂 お よ

び根 元 の 形状 な どか ら ，
い くつ か の 項 目を ピ ッ ク

ア ッ プ して測定 す る必 要 が あ るが ， 測 定箇所 が 多

岐 に わ た り， は な は だ 厄介で ある
31 ｝

。

　そ の た め
，

わ が 国で ね じ用 限 界 ゲ ージ 方式が 問

題 に な り出し た 頃，ね じの精密測 定 な どもほ とん

ど行 われ ず ， ね じに関す る工 学的 な知 識 も十分 で

なか っ た
32 ｝。ま た ， 切削工 具の 製作誤差 や使用 中の

磨耗 に よる変形 などが 直接ね じの 精度 に 関係す る

が ，価格の 問題 もあ っ て ，切 削工 具 に あ ま リ シ ピ

ア さ を要求 す る こ とが で きなか っ た。加 え て，検

査用 ゲ
ー

ジ の 製 作誤 差や 検査 時 の 磨耗に よる狂 い

な ど の 問題 もあ っ た 。 さ ら に 重 要 なご と は ，お ね

じ （ボ ル ト） と め ね じ （ナ ッ ト）の 間隙の 問題 で，

使用 目的 に応 じて精粗 の 別 を定 め る必要 が あ っ た

が ， 当然 ， それ は 当時 の わが 国の 機 械工 業 の 技 術

水 準 を反 映す る もの で な けれ ば な らな か っ た
33〕

。

　わ が 国 に お け る ね じ用 限 界 ゲ
ー

ジ の 便用 は 大正

10年 の 砲熕部 の 14cm 砲架 の 製作に 始 まる
34 〕

と い

われ て い る。そ の 後 ， 大 正 13年 に は ， ウ ィ ッ クマ

ン 式 キ ャ リバ ー
ゲ
ー

ジ を主題 に した，ね じ用 限 界

ゲ ージ に 関す る長文の 記述が 雑誌に掲載 され て い

る
35 ）。ま た

，
日本螺 旋 工 業 では ， 限 界 ゲ ージ 方式 で

ね じの 検査 を行 っ て い る こ とが ， 大 正 14年 に報 じ

られて い る
36）

。

　 しか し，肝心 の 限界ゲ ージ 工 作法 自体 あま り普

及 しなか っ た こ と もあ っ て，ね じに関す る限界ゲ

ー
ジ 方式 も機械 工 業 界 では ほ とん ど広 が らなか っ

た よ うで ある。

　昭和 4 年 に は ， 大阪府立産業能率研究所で ドイ

ツ の ドレ ス デ ン 工科 大学教授ゲ ー ・ベ ル トン 博士

の 著書 『DIE 　GEWINDE 』 を翻訳 ・編集 した 600

ペ ー
ジ 弱の 著述 が公表 されて い る

37 ）

。 同書には ， ね

じの 測定方法 と測定機器 の 精度，米 ・英 ・独 の 三

力国の ね じ用限界ゲ ージ 方式 と限界ゲ ージ に関す

る歴史な らび に 現状 など が 記 され て い る 。 序言で

わ が 国 の 「螺絲 公差及其 の 検査に 関する規格 の 制

定 は 今 後 の こ と に属す」と述べ
，

こ の 方面 の 調査 ・

研究が あ まり進 ん で い ない こ とを明 らか に して い

る。

　 こ の 問題 は ， 同年 ， 商工 省 の 担当官で ある吉田

に よ っ て も取 り上 げ られ て い る
38）

が ， 「ネヂ の 寸 法

公差 に 就 て は 其 の 調査未だ進 捗 せ ず ， 結論 を得 る
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迄 に は尚数年 を要す る見込み で あ る」 と述 べ て い

る 。 工 業 品規格統
一

調査会の 第 4 部 で は ， 昭和 5

年か ら メー トル ね じ第 1 号な らび に ウ ィ ッ トウ ォ

ース ね じ第 1 号の 寸法 公差 の JES 規格 の 制 定 に

乗 り出し た 。 こ れ らの 規 格 は 昭和 8 年 に制 定 され

た が ， そ の プ ロ セ ス に つ い て は

　　爾来 3 ヶ 年に 亘 O　30回の 会議 を開催 し本邦 に

　　於 ける航空機 兵器，工 作機械車両其 の 他一

　　般 に用 い られ て居 るね ち の 精度 を調査 し又 独 ，

　　英 ， 米 の 各規 格及 英国 「ア ル フ レ ッ ドハ
ーバ

　　
ー

ト」会 社規 格案 を参考 し尚ね ぢ切 用工 具及

　　ねぢ 「ゲ ージ」の 製作等の 関係 を考慮 し （中

　　略〉更に 関係各方面 の 意見 を徴 し た 後 成案を

　　得た もの で ある。

　 と記 され て い る
39）

。

　 しか し，昭和 8 年の JES 規格 に は 二 つ の 問題 点

が 存在 した 。

一
つ は規格 中に 「本表 ヲ適用 ス ル ニ

当 リ テ ハ 嵌合長 ヲ有 ス ル ね ぢ 「ゲ ー
ジ 』 ヲ使用 シ

テ有効 径 ， 山 ノ角度及 『ピ ッ チ』 ヲ総 合検査 ス ル

モ ノ トス 」 と規 定 され なが らも，ゲ ー ジ 自体 の

JES規格 が 定め られ なか っ た こ とで あ る
40 ）。ちな

み に ， 両規格で は 限界 ゲ ー
ジ方 式制定 の 翌 年 に ゲ

ー
ジ の 規格 も定め られ て い る 。

　 したが っ て ， 各工 場が ね じ用 限界 ゲ
ー

ジ の JES
規格 を採用 しよ うと L て も， 自工 場で ゲージ の 規

格 を定め る 必 要が あ り，た と えば，陸軍では DIN

規格 を使用 して い る
4D 。これ は ， 昭和 8年 の JES

規 格 が DIN をそ の ま ま準用 した た め と思 われ る

が，第二 の 問題 点 が こ こ に 存在する 。

　両規格で は ，わ が 国の 実情に応 じて ，
DIN よ り

も公差を大に して い る。シ ャ フ トよりもね じの 方

が構 造的 に複雑で あ るか ら ， 当然 ， ね じの 公差や

寸法 差 も DIN の それ よ りゆ るや か に しな い と ，

わが 国の 実情 に合致 しな い
。

　 こ の よ うな矛盾が 生 じた の は，ね じ用 限界ゲ ー

ジ 方式に 関する経験 は もち ろん の こ と，ね じ自体

の 精 密測 定 も充分 に行 われ て い な か っ た と い う，

当時 の わ が 国の 機械工 業界 の 実情 が 反 映 し た もの

と思われ る。ま た ， 規 格統
一

事業 の 意義に 対する

理解不足 も関係 した
42）の で は ない か と い わ れて い

る。

　 昭 和 8 年の ∫ES 規格 制定 と ほ ぼ 時 を同 じ くし

て ， ね じ用 限界 ゲ
ー

ジ を手が け る と こ ろ も現 わ れ

て い る
43 ，

。 た とえば，津上 製作所で は調整 螺子挟範

を公表 して い る 。 また ，ね じ規範 を製作 して い る

企業，た と え ば 日本製鋼 所広島工 場で は 「此 ね ぢ

規範は限 界 ゲ ージ 方式に よ るね ち の 寸 法 を決 定 す

る た め 工 作用 として 使用 す る もの で あ る」 と ， ね

じ規範 とね じ用 限界 ゲ
ー

ジ 方式を関連づ けて い る 。

　昭和 12年頃か ら，航空機の 増産が 緊急課題 と し

て 取 り上 げ られ るよ うに な り， それ に とも な っ て ，

ね じの 量産 と品質向上 が要求 され る よ うにな っ て

きた 。 また ， 航空機工 業以外の他 の 方面で もお ね

じを限界 ゲ
ー

ジ で 検査する こ と が 徐 々 に普及 し，

種 々 の 方式の 限界ゲ ージ が 使用 され るよ うに な っ

た 。た と えば ， 昭和 12年 の 精密工 作展 覧会 で は川

西機械 製作所が雌 螺 子 用挟 範 を ， ア ル フ レ ッ ド ・

ハ
ーバ ー

ト・リ ミ テ ッ トが ウ ィ ッ ク マ ン 螺子 ス ナ

ッ プ ゲージ をそれ ぞれ出品 して い る
44 ）。また ，翌年

発 行 の 『輓近 の 精密機械 』には大井製作所が ね じ

限界 ゲ ー
ジ を， 津上 製作所が 限界ね じゲ ージ ， 限

界ね じ挟み ゲ
ー

ジ な らび に ね じ切 りタ ッ プ に使用

す る津上式限界タ ッ プ ・ゲ ージ をそれ ぞれ 公表 し

て い る
45 ｝。

　こ の よ うな情勢 にか ん がみ ，工 業品規格統
一
調

査 会 の ね じの 小委員会 （第 4 部 第 1委員会第 3 小

委員会）で は，昭和 13年 か らね じ用限界ゲ ージ の

規格制定 にft　1〕出 した。昭和 16年 に は DIN を下

敷 に して 一応 の 成果 を得 た が ， ドイ ツ で は DIN

よ り も ISA の 方 が普及 して い る と い うこ とで ，再

度検討 し直す こ と に な り，昭和 18年 に ISA を参考

資料 と した 原案が まとま っ た
46 ｝。着手か ら原案 を

得 る まで 5 ケ年 も要 した の は ， 各工場 と もか な り

の 経 験 を積 ん で い た もの の ， 技術的細 目 に つ い て

は不明 な点 が 多 く，議論が 紛糾 した こ と
47 ），基本方

針の 変 更が 途 中で 生 じた こ と，主査が 2 度 にわ た

っ て 交代す る
4s）など，小委 員会 の メ ン バ ー

が ひ ん

ぱ んに 更迭 され ， そ の たび に 同 じ議論 が む しか え

され た こ とな ど に よ る が ， 議案の 調 査 に 主 と して

当た っ た 三井精機工 業の 大曾根武文が 奮闘 して，

よ うや くま と め 上げた
49）

。

　 こ の 原案 は機械学会の 精密機械部 門委員会で討

論 され て い る
5°）が ，官私各工 場 は必ず し も完全 に

納得 した わ けで は ない 。た とえば陸軍 兵器 行政本

部 の 福 田健太郎 は，陸 軍 で は相 当 長 く DIN を使

っ て い る の で
， 実 績 の な い ISA へ す ぐ移行す る こ
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とは なか なか難 しい と述 べ て い る 。 ま た ，東京螺

子製作所 の 小 川茂夫や 中島飛行機 の 高橋重は有効

径，外径 な らび に 谷径 を別 々 に 測定す る A ゲ ージ

は 日本で は使 われ て い な い の で ， 規格案か ら削除

す べ きで ある と主張 して い る。なお ，
三 菱重工 業

東 京機器 製作所 の 石 原誠
一

郎が 「現在相 当単測の

ね ぢ ゲ ージ が 多 く使は れて をる の ですが ， 将来 は

（中略）限界ゲ ー
ジ だ けに なる もの で せ うか」 と

述 べ
， 高僑 が 「非常に ねぢ （用 限 界 ；筆者注） ゲ

ー
ジ が 足 らな い 現 状」 と語 っ て い る の は ，当時 の

機械工業 の 状況 を知 る うえで 興味 が ある。

　ね じ用 限界ゲ ージ は 昭和 18年 に臨時 JES と し

て 制定 された 。 こ の 頃， 1 人 の 女子工 貝が限 界ゲ

ー
ジを使用 して 1 日3000本 の ボ ル トを検 査 した と

い われ て い る が ，星型 エ ン ジ ン の シ リ ン ダー締付

ボ ル トだ け で も膨大な数に な っ た の で ， 自動検査

器 の 開発 も試み られ た。 しか し， 基礎研 究 の 段 階

で 終 戦に 至 っ た
「°1 ）。

4 ．限界ゲージ 方 式 に 関す る実情

4．1 昭和 10年代前半の 状況

4．1．1　 著書

　昭和 10年 頃 か ら ， 機械 工 業 の 著 しい 復調 に と も

な っ て ， 限界ゲ
ー

ジ方式が再度話題 に な り始め た 。

た と えば
，

こ の 頃か ら注 目を集め 出 し た 精密測 定

法関係 の 著書で も， 同 方式 の 記述 にか な りの ペ ー

ジ数 が割か れ る ように な っ た 。 こ の 方面の 権威で

あ る青木保 が 同年 公表 した 著書 で は ，限界ゲ ージ

方式の 記述 が 220ペ ー ジ 弱 中23ペ ー ジ を占め て い

る
52 ）。同様 に

， 松村光亨の もの で 460ペ ー
ジ 強中75

ペ ー
ジ にわ た っ て記 されて い る

53）。

　また ， 限 界ゲ
ー

ジ方式関係の 著書も， 城 谷正
54 ｝と

長沢 寸美遠
55｝に よ っ て ，タ イ ミ ン グ よ く公 表 さ れ

て い る 。

　城谷 は呉 海 軍 工 廠に 勤務 し た 海 軍技師 で ， 明 治

42年 に 大阪高等コニ業学校機械科 を卒業 し， す ぐに

海 軍 の 技術畑 に入 っ て い る。限 界 ゲ ー
ジ 方式 に 関

す る 海 軍 の 草分 け の
一

人 で ， 大 正 8 年 以 来 ， 同 方

式 に関与 して い る 。 『限 界ゲ
ー

ジ 方式　機械設計 製

図』は ， 昭 和 6 年 に 工 政 会か ら限界 ゲ ージ 方 式 に

関す る著書 を依頼 され て 書 き始め た もの で あ る が ，

昭和 9年 3 月に 病没 した た め ， 海軍造兵少将の 渡

辺貫三 郎の 校閲で 翌 10年 に 上 梓 され て い る 。 な お，

同書 は 雑誌に新刊 紹介 と して 取 り上 げ られ て い

る
56）。

　長沢 は前陸軍 技師 で ， 明治 42年 に 東 京帝大 の 機

械科 を卒業 し ， 永 ら く東京工廠 に 勤務 した
57｝

。 陸軍

の 限 界 ゲ ージ方式の 草分 け の 一
人 で

， 大正 14年 頃 ，

陸軍挟範研究委員会の 委員 と して活躍 して い る。

　 こ の 時期 ， 偶然 とは い え ， 陸 軍 と海軍の 技術畑

で 永 ら く限界 ゲ
ー

ジ 方式に 携わ っ た 二 人の 技術者

に よ っ て ， 同方式に 関す る著書が 公表 され た こ と

は ， 日本 の 戦前 の 機械工 業 の 性質を考 える うえで

興味深 い 。

　昭和 12年 には ， 今 宮職工 学 校教諭 の 井上善吉が

限 界 ゲ
ー

ジ方式に 関する 著書を 公表 し
5S），雑誌 に

も新刊紹 介 と して 取 り上げ られて い る
59〕。同校の

佐藤秀也校長は JESの 両規格 の 制定 に 際 し て
， 原

案 の 制定に直接従事 する など ， 同方式 の 初期 の 研

究 ・普及 活動 に 大 きな足 跡 を残 して い る 。 井 hは

佐藤の 忠実 な片腕 と し て，大阪挟範協会が 大 正 13

年に 刊行 した 秦の 『リ ミッ ト・ゲ ー
ジ

・
シ ス テ ム

の 応用 』の 編 纂に従事 した り ， 同 15年 に 佐藤 と岸

井が公 表 した 『嵌合 規 格調 査 資料　第
一

篇』 を手

伝 っ た りして い る 。 また ， JES規格の 原案作成の

手助 け もして い る
6 °）

。

　井上の 著書の 序文 を乞われ た松村鶴造は ， 「同氏

は右 限 界 ゲ ー
ジ 方式 の 実施が遅 々 と して進 まず ，

其 の 制定後既 に 6ケ 年を経 過 した る今 日 と雖 も普

及思は しか らざるは，本方式の 応用に関する良書

の 乏 しきに因 る とし ， 此欠陥 を補ふ の 目的 を以 て

（中略）， 本書 を著述」した と， 井上が執筆 を決 意

した動機 を記 して い る 。 限 界 ゲ
ー

ジ方式 の 普及 の

遅 れ は ， 松村 の 記述 に 引 く井上 の 言の ように ，必

ず しも良書の 有無だ けに 起因する もの で は な く，

当時 の わ が 国機械工 業が は らん で い た本質的な矛

盾 に 基づ くもの と思わ れ る。

4 ．1 ．2　 大阪府 立 工 業 奨励 館

　大 阪 で は ， 大 阪挟 範協会 の 活動 を支 える柱 の
一

つ と して ， 大 阪府立産業能率研究所が 限界ゲ
ー

ジ

方 式 の 研 究 ・普及 活動 に 貢 献 して きた が ，同所で

は 昭和 4 年の 第 1次削減 に よっ て 担当ス タ ッ フ 2

名が 退 所 し，同方式 の 研 究 ・普及活動 の 戦線 か ら

離脱 した
61）。

　こ の 肩代 わ り役 として 登場す る の が
， 大阪府立

工 業奨励館で ある 。同館で は ，た とえば昭和 5 年
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3 月 に 大 阪 挟範協会 の 中心 メ ン バ ーの
一

人で あ る

佐藤が 嘱託 に 就 任 して い る し， 同年 11月には限界

ゲ ージ 方式 に 関す る講演会 を主催 して い る
6Z ｝。ま

た
，

昭 和 8 年 11月 に も大阪 挟 範協会 と共 同 で 限 界

ゲ ージ方式の 普及 講演会を開 い て い る
63）

。

　しか し， 大 阪 府立 工 業奨励館が 限 界 ゲ ージ 方 式

を も含め た精 密工 作法 の 普及
・指導活動 に 本格 的

に 乗 り出すの は ， 昭和 10年 4 月 の 機構改正 に よ っ

て
， 機械器具 改良指 導部 が 設 置 され て か らで ある a

同部 の 所管業務 に は 「限界ゲ
ー

ジ に 関す る知 識 お

よ び 実施 の 普及 」や 「限界 ゲ ージ の 検査 な ら び に

補正 」が取 り上 げられ て い る
64 ）。

　 1精密機械』の 昭和 11年 2 月号は ， 機械器具 改

良指 導部 が 同年 11月 か 翌 年 3 月 に 精密工 作展 覧会

開催 の 計画 を立 て た ， と報 じて い る 。 また ， 翌 3

月号 に は ， 各種 ね じの 測定依頼 の 増加 を見 越 して ，

ユ ニ バ ー
サ ル ・メ ジ ァ リ ン グ機 を昭 和 11年度に購

入す る こ とに な っ た ， と記 され て い る 。 さ らに 4

月 号で は ，
リ ミ ッ トゲ ージ ・各種 ね じ ・計器 な ど

に関 して も， 学理 と実際の 両方 に つ い て 研究 し，

指導す る こ とを明 らか に して い る
65）。

　機械器 具改良指導部 で は ゲ
ー

ジ エ の 養成 に も乗

り出 して い る。こ れ は 関係 各工 場か ら派遣 され た

技工 に ゲ ー
ジ 製作技術 を習得 さ せ る もの で ある

66 ）
。

こ れ に 関連 して ， 佐 々 木寅雄は限界板 ゲ ージ の 製

作 技術 を習得す るため に は約 4 ケ 月 の 期間 が必要

で ある
6η と 述 べ て い る 。 実 習設備 費に つ い て は ，

ブ

ロ ッ クゲ ージ と焼 入装 麗以外 に 150円 もあれ ば 充

分 で あ る と して い る。大阪府立 工 業奨励館 の 創立

30周年記念誌 で は ， 第二 次 世 界 戦大戦終 結 まで の

状況に つ い て

　　 限界ゲ ージ の 普及 な らび に 製作の 指 導 に も

　　 着 々 とそ の 成果 をあげ ， 直接 ゲ ージ を必 要 と

　　 す る工場 に は ゲ ージ エ を置 く こ とを勧奨 し ，

　　 月 々 15名内外 を 3 ケ 月〜 6 ケ 月 間 にわ た り基

　　 本的に指 導養成 した が ， その 人員は約 600名に

　　 達 し， （中略）同時に また 各工場 よ りの 依頼 に

　　 応 じ，磨耗 した ゲージ の 補正 を行 い
， こ れ ま

　　 た そ の 点ta2  OO点 を数 えた 。

　 と総括 して い る
68）

。

　 昭和 11年 6 月号 の 「精密機械』 に は ，機器具改

良指導部 でか ね て編纂 して い た 『限界ゲ ージ方式

適 用例 」が完成 した こ とを報 じて い る 。 翌 7 月に

は ， 大阪府検 度課，大 阪挟範協会お よび 日本度量

衡協会 と共催で 精密機械 に関す る講演 会 を行 っ て

い る 。 また ，同年ll月に は青木 の 講演 「我国機械

工 業 の 現状 に 就 い て 」 を大阪挟範協会 と共催で 実

施 して い る
69〕。

　 昭和 11年末 に は予算60001．Hで精密工 作展覧会 を

大 阪府立工 業奨励 館で行 うこ とを決め て い る
7 °）。

期間は 翌年 4 月 1 日 か ら18日 ま で で ある、 こ の 展

覧会 の 趣 旨で は

　　 輓近 の 機械器具 は益 々 機構の 精緻 と 工 作の 正

　　確 とを要求せ られ つ つ あ り，然 る に 我国に 於

　　 け る之が 技術は 未 だ欧米 諸国に 及 ばず又所謂

　　 精密機械 器具の 製造 は猶 多大の 遜色あ り

　 と 日 本 の 機械工 業 の 後進性 を正面 か ら指摘 して

い る
71）

e

4．1．3 ゲージ 業界

　 昭和 10年 頃，すで に 限 界ゲ
ー

ジ不 足 の 声 が きか

れ る
72 ）が ，翌 11年頃 に なる と ゲ ージ業 界 も活況 を

呈 す る よ うに なる。既 存 メー
カ
ー

の 黒田 挟範製作

所で は ブ ロ
ッ クゲ

ー
ジや調 整 式ス ナ ッ プ ゲ ー

ジな

ど の 新 製品 の 販 売 を開始す る が ， 夏頃 か らは 工 場

が狭隘に な っ た た め に 新工 場の 建設 を開始す る
73）

。

池 田ゲ
ー

ジ製作所 も従来か らの 限 界ゲ ージや 各種

精密ゲ
ー

ジ に加 えて ， 工具 ・ゲ ー
ジ

・
ね じゲ ー

ジ

な ど の 検査 に使用 す る光学的各種工 具 ゲー
ジ 測 定

器 を試作す る
74 ）

。 新規参 入 で は ，人絹 ポ ッ ト加工 メ

ー
カ
ー

で ある小 川鉄工 所が X ク リュ ゲ ージ，ブ ロ

ッ クゲ
ー

ジ ，
ス ナ ッ プ ゲ ー

ジなど の 製作 に乗 り出

す
75 ）。工 作機械 メ

ー
カ
ー

の 大阪若山鉄工 所で も限

界ゲ ージ や ブ ロ ッ クゲ
ー

ジ な ど の 製作に 着手す る。

また
， 石井工 具製作所で は 限 界 ゲ ージ の 製 作 を手

始め に ，
ゲ ージ 業界へ 進出する

76 ）。既存 メー
カ
ーか

らの 独 立 で は ， 六郷製作所の 取締 役 兼技 師長 の 猪

瀬 が 猪瀬 挟範を設立 し，ゲ
ー

ジ 類 や マ イ ク ロ メ
ー

タの 製作 に踏み 出す
77》

。

　 昭 和 12年 に 入 る と
， 機械工 業の 生産増 強 や 精密

化 な どに よ っ て，ゲ ージ 類や マ イ ク ロ メー
タ など

の 需 要 が
．．
層 増 加 し， 既 存 メー

カ の 設備拡充や新

規 メー
カ の 参入 が積極 的に行 われ るよ うに なる 。

新規 参 入 で は ， 不 二 越鋼 材 が マ イ ク m メー
タ

・
限

界 ゲージ ・テ
ーパ ーゲ ー

ジ な どの 製作 に着手 し，

精密測定器具の 分 野 に 進 出する。北方 製 作所 も研

究 中の 新限界パ ス を完成する
7S）

。 大阪若 山鉄 工 所
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で は工場 の 拡 張が 完成 し，ね じゲージ の 大量生産

を開始する 。 また ， 極東精密工 作所， 凵本測 定工

具製作所，園池製作所 などで も生産設備 を拡充 し

て ，マ イク ロ メー
タなど の 増産 を図 っ て い る

79＞。

　昭和 12年 の 東京鉄工 機械 同業者組合貝 名簿に よ

る と， 主 要製作品 と して 限界 ゲ
ー

ジ をあげ て い る

企業は 宇都宮製作所 ， 黒田 挟範製作所，真工 社間

島挟範工 作所，東洋精機 などで ある
S °）。そ の ほ か ，

園池 製作所が ゲ ー
ジを ， 清 水精 密機械工具製作所

が規範 を製作 して い る。ちな み に ， 昭和 8 年の 「最

近の 精密機械』で は，津上 製作所 （後，東洋精機 ；

筆者注） とな らんで 園池製作所 の 限界 ゲ
ー

ジ も記

載 され て い る
Sl）。

　昭和 12年 4 月 の 精 密工 作展 覧 会 に は ， 大阪府立

工 業奨励館 ， 日本エ ヤ ブ レ
ー

キ，園池 製作所，陸

軍 造兵 廠大 阪工廠 ，島津製作所，大阪若山鉄 工 所，

阪野商店な どが 限界ゲ ージ と明 記 して 出品 して い

る
82）。それ 以外で は ， 今 宮職工 学校が 「JES 限界 ゲ

ー
ジ方式嵌合等級 及種 類 二 関ス ル 資料」を， 北方

製作所が 限界 パ ス を展示 して い る 。 北方製作所 の

限界パ ス は 2 個 の キャ リッ パ ーを一
つ に組み合 わ

せ て ， 開 き具 合 を微調 整 する装 置 と固 定す る装麗

を取 り付 け た もの で ， 限 界 ゲ
ー

ジ に くらべ て 価格

が 安 く，

一
つ の 装置で か なり広 い 範囲の 寸法に使

用 で き る メ リ ッ トが ある。

　黒 田挟 範製作所 の 精密工 作展覧会 へ の 出品物 に

は限 界ゲ
ー

ジ が記 されて い な い が ， 昭和 13年刊行

の 『輓近の精密機械』に は ，同社の KKS 型調整 式

限界ス ナ ッ プ ・ゲ ー ジ が 今宮職工 学校 の 限界ゲ ー

ジ や 津上製作所 （昭和 12年 設 立 ；筆書注）の 津上

式調整 限 界 ゲ ー
ジ とな らんで掲 載 され て い る

83）
。

今宮職工 学校 で は 限 界ゲ
ー

ジ 方式の 強力な推進者

で あ っ た 佐 藤校長 が 昭 和 8 年 5 月 に 病没 して い

る
S4）が ，限界ゲ ージ方式の 修得 を修 学 目的の

一
つ

とす る精密機械 科 が 存在す る こ と もあ っ て
， それ

以降 も限界ゲ ージ方 式の 考究 を行 っ て い た の であ

ろ う。

　なお，限 界 ゲ ー
ジ の 製造状況 に つ い て は ， 昭和

13年 頃 ， 「製造 業 者は 目下 多忙 を極め て居 る様 な状

態 で あ る」と記 され て い る
85｝が ， それ で も国内の 需

要 を まか な い きれ ず ， 「生産 も甚 だ立 遅 れ て居 り，

40％以上が 海外 に依存 して い る状態」 で ある
86）

。

4．2　昭和 le年代 後半 の 状況

4．2．1　著書 ・論 文

　 昭 和 16年 に は ， 吉 本 源 之 助 が著 書 を表 して い

る
B7 ）。彼は序文 で ， 限界 ゲ ー

ジ 工 作法 が 精密工 業に

お け る 多量生産や互 換性部品の 製作に 欠 くこ と の

で きな い もの で あ り な が ら，「そ の普 及 が 未 だ 充分

と は 言われ な い 」 と述 べ て い る。同 じ頃 ， 吉本は

寸法測定 の 能率向上 を論 じて い る
8s）

が ，
い か に も

口本的で ， もっ ぱ ら測定 用 の 治具や 測定器 具の 形

状 な ど ， 小乎先の 改善 に 終始 し， 測定の 自動化に

つ い て は と お りい っ ぺ ん の 説明 しか して い ない 。

昭和 18年 に も， 彼 は 測定能率 に つ い て 論 じて い

る
89）

が ， 自動 化 に つ い て は表面的で ， あま り力 を注

い で い な い よ うで あ る。ちな み に こ の 方面 に つ い

て は ， 昭和 11年 に米国製の エ レ ク トロ
・

リミ ッ ト

ゲ ージ が 紹介 さ れ て い る
9°）

し，昭和 14年 に は旭 式

精密工 作測定器が 公表 され て い る
91 ）。

　昭和 17年 に入 る と， 三 縄秀 松
92｝

や 藤井忠 二
e3）の

限 界 ゲ
ー

ジ方式に 関する著書が刊行 さ れ る し， 徳

山進
一

もゲ ージ 製作 法 に つ い て の 著書 を公 表す

る 9 ‘）。 こ の うち ，
三 縄 の もの は 『機械 学会 誌』の 新

刊紹介で取 り上 げられ て い る
95 ｝

。

　 三縄 は 互 換性部品に よる多量生産の 必要性 を説

い て い る が
， 「現下主要機械工 業 生産品 は 殆 ど本 方

式に依 っ て工 作図面 を作製せ られて は居 るが実際

の 工 作工 程 又は検査 階梯途上 に於て は ， 未だ こ れ

が徹底 化 され ぬ憾 み が あ る　（中略 ）思 ふ に本方式

が
一

般機械工 業従業員に 充分理 解 され る に至 らぬ

こ と が ，実施上の 大 きな障害 とな っ て 居 る の で は

ある まい か と考 へ られ る」と述 べ て い る。また ，

彼は 別 の 著 書で 「従 業員 の 大 多数 が依 然 と して

『勘』に依 っ て仕事 を して居 る場合 が 多々 見受け

られる
9
鯛 と記 して い る。

　昭和 18年 の 乙部俊 爾 の 著 書で は 「工 員 の 器 用 さ

に物 を言わせ て互換 陛の な い 品物 を市場に送 っ て

い た工 場が あ っ た の も極 め て近 い 日 の こ と
9
列 と

過去 形 で記 されて い る。しか しこ の 年 ，
三 縄は 多

量生産 と限 界 ゲ ー
ジ方式が 「不徹底 な状態 に放任

され （中略）無意味 な る 労 力 と 貴重 な る 資材 を浪

費 しつ つ あ る」 と現在 形で 述 べ
， そ の 例 と して ，

航 空機や 戦車や 自動 車な ど に使用 さ れ る ガ ソ リ ン

エ ン ジ ン をあげ て い る
9S＞

。 す なわ ち，ガ ソ リン エ ン

ジ ン の 部品は い ずれ も互換性 を必要 とする もの で

あ り，「殆 ど例外な く限界ゲ ー
ジ 方式工 作法 に依 る
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製造 図面 に依 っ て加工 せ られ て 居 る こ と は 明 か で

ある が ， 実情は限 界 ゲ ー
ジ 方 式 の 採 用 を徹 底的 な

もの と して ， 生産 能率 を極度に 上 げん とす る精神

と は 非常 に 背馳」 して い る 。 た とえば ， そ の 主要

部 品 で あ る シ リ ン ダー一と ピ ス トン の 嵌合状 態 は 非

常 に シ ビア
ー

で あ るか ら， 限 界 ゲ ージ を使用 して

精緻 に検査 す る必 要が あ るが ， 現 実 には部 品 の 「寸

法 を数値 に 依 っ て 表現 すべ く， 依然 と して物指に

依 る検査 が 行わ れ て居 る と思ふ 」 と記 して い る。

4，2．2　中小 工 場 と限界ゲージ 方 式

　昭和 14年頃，松 田竹 太郎 は中小機械工 場の 欠点

と して ， 優 良な設計図 面 を所有 しない こ と，材料

の 選 択 が 妥 当 で な い こ と ， 工 作法が不完全で ある

こ と をあげ て い る
99）

。 しか して ， 工 作法 に つ い て

は ， 多 くは現 物合わ せ の 原始的方法で あ t），治具

や ゲ ー
ジ類 もほ とん ど使用 され て い ない ， と指摘

して い る 。

　 こ の 頃か ら，理 工 学系 の 学者や現 場技術者の み

な らず，経済学者 も機械工 業の 精密化や 大量 生産

に 付随 し て
， 限界 ゲ ー一ジ 方式に 言 及す る よ うに な

っ た。

　小 島精
一

は ， 機 械 工場 が 「精密大量生産方法」

を確立 す る た め に は ， 「経 営 を合理 化 して ， 生産能

率 を増進 させ る と共 に作業の 合理 化 をは か らな け

れ ば な らな い が
，

こ れ に つ い て は ，当面　（イ）経 営

の 合理 化 専門化　（ロ ）規格 の 統一
　（・9限界ゲ ージ 工

作法の 採用」が必 要で ある ， と述 べ て い る
ID°）。す

なわ ち ，わ が 国の 機械工 場 は 原 材料 の 「自己生 産」

か ら部 品の 製作 ならび に製 品の 組立 まで ， 必要以

上 に無理 な
一貫生産 を行 っ て い る が ，機械工 業は

「組 立 製作」 を特徴 と し， しか もそれが必ず しも

連続作業で あ る こ とを要 しな い 。した が っ て ， 「基

本会社」は 材料 と製作方法 の み を決 定 し， 部品 の

製作は 各專門業者の 設備 と技術 を利用 して 「一定

の 規 格 と標 準工 作法」で 専門的 に 製作 さ せ ，
一

ケ

所 で それ をま とめ て，組立作業の み を行 えば よい 。

　 た だ し，こ の 「製作専 門化」が で きる ため には ，

各部品 が 共 通 した 寸 法公 差で 仕 上 げ られ て い る こ

と が 必 要で ある か ら ， 部 品 の 形 状 ・寸法 ・性 能な

ら び に そ の 検 査 方 法 な ど が 統
一

され て な けれ ば な

らな い 。欧米先進諸国で は早 くか ら工 業 品 の 規格

を統一．一して い る 。 「商工 省で も工 業 晶規格統
一

調 査

会 を設備」し，JES を制 定 して い るが ，

一
般 に「そ

の 実施は未 だ非常に遅 々 た る」 もの で あ る。

　 「以上の 作業 の 専 門化 ， 組織化 ， 大量 生産 ， 互

換性，標準化 の 問題 を解決す る に は （中略 ）限 界

ゲ ー
ジ工 作法 に依 るの が ， 最 も確実か つ 経済的な

方法で あ る。 しか し こ の 限界ゲ ー
ジ 工 作法は （中

略）我国機械工 業に お い て充分採 用 され て居ず ，

特 に 中小工 業 に あ っ て は殆 ど皆無で ある」 と， 小

島は 中小工 場 の 現状 を述べ て い る。

　町 工 場 の 中に は 「東京の 某電気機械器具工 場 H

製作所 K 工 場 （巨大工 場）」の ド請 の ように ，工 員

数が 5， 6名か ら 2 ， 30名程 度 の 零 細 T ．場 で あ っ

て も，親会社か ら技術的指導 を受け た り， 治具や

ゲ ージ を貸与されて ，互換性大量生産に 耐 え得 る

よ うな モ
ー

タ部品 を製作 して い る 工 場 もある
’° 1）

。

しか し ，　
・般 の 町 工 場で は作業 が未分化で ，工 員

が 專門化 して い ず，た とえば仕 上工 で あ っ て も ，

多能的に ミーリ ン グ も使 えば，セ
ーバ ーや ボ

ー
ル

盤 も使 うと い う状態で ある。

　　従 っ て 仕事 は 多 くそ の 職 工 の 「勘」に拠 っ て

　　行 は れ ， 純 然た る 町 工 場 で 仕上 られ た 職工 は

　　 図面の 見方 も検査 具 や ， 挟 範類 の 使 ひ 方 も正

　　 確 に知 らず い は ゆ る寸法の 観念に 乏 しい の で

　　 ある。 （中略）「勘」 に よっ て （中略）
一

応嵌

　　合せ 〔品位）の よ い 機械 が作 られ る として も，

　　 寸法 の 正確 さ は保証 され な い 。例へ ば
一方 の

　　 シ ャ フ トが O．5粍細過 ぎる と 「そ の 相手 を0．5

　　粍 だ け大 き く仕上げる と言 っ た 如 く」町 工 場

　　 で は寸 法の 正 確 さが全 く犠牲 に され て い る。

　　従 っ てか りに シ ャ フ トを削る仕事 と孔 を明 け

　　 る 仕 事を別 々 に 行 は しめ た とすれ ば ， 恐 ら く

　　 どれに も合 はな い もの が 続出 して，町工 場の

　　 生産 には い は ゆ る大量生産 へ の 条件 が 全 く欠

　　 けて い る こ とが 明 白に なるで あろ う。

　 こ の 小 宮山琢 二 の 文 章は ， 普通 の レ ベ ル の 中小

機械工 場で は 分 業 に よる互換 性 大 量生 産が体 質的

に まっ た く不可能で あ る こ と を示 して い る 。

　 しか し， 反面 ， か ん に よ る合わ せ 仕事 は 中小機

械工 場 の 命綱 で もある。町工 場で は 「規定 の 寸法

と若干相違」が あ っ て も，「問題は 「品物」に な り

さ えすれ ば」 よい の で ある。それ を 「一々 オ シ ャ

カ」に して い た ら，「オ マ ン マ に ならない 」 の で ，

シ ャ フ トが 0．5mm 細 過 ぎ る と軸 受 け を0．5mm

太 く仕 上げる とい うよ うな 「要す る に 『押付 け仕
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事』 をや っ て 済ます」の で ある。

　木内誉 治 は 「此 の 事 こ そ はそ の 安 い 労賃 と相俟

っ て，町工 場 を して極め て貧弱 な 19世紀的工 場設

備 に も拘 らず ， よ く大工場 と並 んで其 の 社会的な

体面 を傷け る こ とな く，堂 々 経営 を続 けて行か れ

る得る 秘密 で なけれ ば な らな い 」と述 べ
， 第 二 次

世 界大 戦終 結前 の わ が 国 中小 機械工 場 の 製品 に 必

ずつ い た と い っ て も過 言 で な い と思 わ れ る形容詞，
「安か ろ う， 悪か ろ う」 の 背景の

一
端 を示 して い

る
102 ，。

　 同 じ頃 ， 豊崎稔 もわが 国中小 機械工 場の 生 産技

術の 劣悪 さ を論 じて い る 。 豊崎は ， 藁谷英彦 が 八

幡浜鉄工 業組合 に属する機械工 場 に つ い て 分析 し

た

　　従 っ て何 を作る に も図面 らしい 図面は使 っ て

　　 をらず，寸法の 観 念が 全 くな く，況 んや ゲ
ー

　　 ジ を使ふ こ とな どは思 ひ もよ らな い
。 材料 の

　　良否 も考へ る余地 は な く，安 くさへ あれ ば強

　　 さや耐 久 力 は ど うで も宜 しい
。 工 作 法も公差

　　 であ る とか，間隙で あ る とか ，七面倒臭 い こ

　　 とは 考 えず，全 く感でや っ て い る。形 さへ 出

　　来て
， 廻 る所が廻 り動 く場所が 動け ば 満足 し

　 　 て い る の で あ る。

　を引用 しな が ら， 大阪など の 機械工 業地帯にお

け る ド請制機械工場 の 状態 もほ ぼ 似 た よ うな もの

で あろ うとして い る
1D3 ，。

　 こ の よ うな状 態 は終 戦ま で つ い に改善 されず ，

関西地 方 の 中小工 作機械 製造工 場で は ，自工 場 で

製 造 し た 工 作機械の 精度検査 に 「誤 差 の 著 しい 大

き い ダ イヤ ル
・ゲ ージ を使用 して い る工 場 の

， 夥

しい こ とを発 見 して ，

一
驚 を喫 した

i°4）」と記 され

て い る。

　なお ， 時期 的に 少 し前後す る が ，加藤精一も限

界 ゲ ー
ジ方式に 言及 して い る

1°5）
。 彼は他 の 論者 と

は 異な り，

　　最後 に 精密化 へ の 傾 向で あるが ， こ の 要請 は

　　生 と して 兵器 ， 自動車 ， 航 空機工 業等 の 技術

　　的発 達が 然 らしめ た所で あ っ て ， 近年 こ れ が

　　為に 限 界ゲ ージ，ネヂ ゲ ー
ジ

，
マ イ ク ロ メ

ー

　　タ
ーの 需要 と， そ の 一

層の 精 度高化 とを促進

　 　せ しむ るに至 っ た。

　と述べ ，大量 生産 と限界 ゲ
ー

ジ 方式の 関係 に つ

い て は触 れ て い な V 

表 3 　精密工 作展覧会 の 役貝 に 就任 した 限界 ゲ

　　
ージ 方式に関する著書 ・論文 の 執筆者

　

教 師　　　　 福 田松 次郎

授 　　　　　 松村 鶴蔵

　　　　　　 青木保

　　　　　　菊 川 清 作

師　 　 　　 　 吉 本 源 之 助

　 　 　 　 　 」
方商工 技師 佐 妹 鑿 」

4．3．　 陸軍や 鉄道省などの 動 き

4，3．1　 陸軍 工 廠

　陸軍工 廠 に お け る 限 界 ゲ
ー

ジ方式の 導入 時期 は

工 廠 に よ っ てか な り異な っ て い る。

　 東京 工廠 や 名古屋 工 厰で は 昭 和初期 に 限 界 ゲ ー

ジ 方式 を実施 して い る
1° 6 ）

が ， 大阪工廠 で は 日支事

変頃に ゲ ー
ジ シ ス テ ム が 本格的に 採用され るよ う

に な っ た とい わ れ て い る 。 こ れ に つ い て は ， 十 時

雅 が 「砲兵工 廠で ゲ ージ の 責任者 として （中略）

武用 さ ん が
，

ゲ ージ （工 ；筆者注） の 養成 をしま

して （中略）武用 さんが大 阪府 の 工 業奨励館で 安

富さん と い う方 と色 々相談 し， また 研究 され まし

て ， 大 阪 の 陸 軍式の ゲ
ー

ジ が 確立 した
1° 7）

」と述 べ

て い る 。 ちなみ に ，昭和 12年の精 密工作展覧会 に

は 大阪工 廠が 限界 ゲ ージ を出品 して い るが ， 表 3

に しめす ように ， 同展の 役員名簿には武用や安富

の 名が な い 1°8）。

　軍需 品 の 製造 に つ い て は ，東京商工 会議所 の 主

催 に よ っ て ， 昭和 13年 6 月20 日 か ら 7 月 2 日まで

開か れ た 工 業講演会 で ， 講 師の
一

人 と して 講演 し

た 関［コ八 重吉が 「今 日作 っ て居 る軍需工 業品 の 大

部分 は ， 限界 ゲ ー
ジ を使 っ て拵へ た物 が 多い

1°9 ）」

と述 べ て い る。

　同 じ頃，小 島も 「銃 砲 ， 弾丸 ， タ ン ク ， 航空機

等 の 近代兵器」は部分 品 の 数 が 多く， しか も 「精

密 なもの を大量に生産 しな ければ な らな い 」か ら，

限界 ゲ ー
ジ が 多量に 必要で ある 。 した が っ て ， 今

後 は ゲ ー
ジ 類 の 大 量 生産 に む か っ て お お い に 努力
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しなければ なら ない
， と述 べ て い る

「1°）

。 しか し，

こ の 頃 か ら限 界 ゲ ージ に 使用す る工 具鋼の 不 足が

表 面化 す る よ うに な る 。

　 小倉工 廠 で は 多数の ゲ ージ類 を使用 して い た ら

し く，昭 和 14年に 原子水素溶接 で測 定面に 盛 金 し

た 挟み ゲ ージ の 製作例 を報告 して い る
m ｝

。 こ れは

材料欠乏 の 結果 ， 窮余 の
一

策 として 実施 した もの

である が ， 破損 して 廃品化 した挟み ゲ ージ などの

検 査具の 再生 に も溶接 を利用 して い る。溶接 の 採

用 に よ っ て ，節約 され た 挟み ゲ ー
ジ 用 の 工具綱は

毎月約 500kg に なる と記 されて い る。

　 昭和 16年 に は精 密旋盤 の 試作結果 を報告 して い

る
u2 ｝。こ れ は精密工 作機械類の 人手が 困難に な っ

たため ， 造 兵 厰 で 自家設計 した もの で ある。民 間

工 場 を利 用 して 大 量生産 が 行え る よ うに
， 試 作 と

並 行 して ，治具 ・ゲ ー
ジ など の 製作も実施 して い

る。大量生産が 目的で あ る か ら ， 限界ゲ ージ を多

数製作 して ， 部 品 の 互 換性 に 重 点 を置 き，す べ て

限 界 ゲ
ー

ジ 方式を採用 して い る 。

4．3．2　鉄道省

　鉄道省の 各工 場 も限界 ゲ ー
ジ 方式の 導入時期は

著 し くば らつ い て い る 。 T．作局は すで に大正 末期

頃 ， 車両 用適 合方式 と して ，DIN 規格 を採用 して

い る
［13｝

。 昭 和 12年 に は ／J・倉工 場の 木田良徳 も ， 先

行 研 究で あ る 白浜 浩 の 報告
114 ）

を参 照 しなが ら， 限

界 ゲー ジ方式 の 嵌合等級 と工具 の 関係 を自工場で

調査 し て い る
115 ）

。 また ， 昭和 14年 に は ， 工 作局の

佐 々 木新助 が限 界 ゲ
ー

ジ方式 を採用 して 機関車の

ピ ス トン を補修 する場合 の 工 作 の 仕方 を解説 して

い る
116 ）。

　 しか し大宮工 場 で は，昭 和 12年 に旋盤 を試作す

る ま で ， 限 界 ゲ ー
ジ 方式に よる作業経験 はほ とん

どな く， 限 界ゲ
ー

ジ も保有 して い なか っ た ようで

あ る
11η

。 同工場 で は 昭和 12年 3 月頃か ら省工 場 用

工 作機械 と して ，資源 局型 8 尺全 歯車旋盤 を10台

製作す る計画 を立て ， 限 界 ゲ ー
ジ 工 作法 を用 い て

翌年 3 月 に 2台完 成 させ て い る 。 規格 は JES の 限

界ゲ ージ方式 を採 用 して ， 特に精度 を要する球軸

受 の 取付 部 の よ うな箇所は 1 級 と し，…般 の 嵌合

部 は 2級 ，精 度 を あ ま り必要 と しな い 部分 は 3 級

とした が ， 少 し矛 盾 を生 じた と，製作 を担 当 した

木原 勝一
は 述 べ て い る 。

4．3．3　一
般 工 場

　 戦前の わ が 国 の 機械工 業 に お い て，織機は 代表

的 な量産品 で あ っ た 。 織機の 製造 に対す る限界ゲ

ー
ジ 方式 の 適 用 は 大正 初期頃か ら始 まるが ，昭 和

11年刊行の メ
ー

か
一
の 文書 に は，豊 田式織機 の 名

声は 諸種の 機構改良 に加 えて，「相互 交換式 ， 並 に

制限規範式 （限界ゲ ー
ジ 方式，筆者 注〉に よ り機

能の 統一をはか O たれ ば こ そ ， 本機 が永 く燦 た る

光輝 を斯界に放 ちつ つ あ る 次第な り
ll

判 と記 され

て い る。

　 東洋鋼板 の 工 作機械一［lthを母体 として ， 昭 和 14

年に 設立 され た 東洋機械 で は ， 精度 の 良 い 工 作機

械 を多量に生産 す る ため ， 約 400種類の 治具 と約

1500種 類の 各種 ゲ ージ を使用 して い る
119 ｝。ま た

，

高級 工 作機械 メー
カ
ー

と して ，外人技師 の 技術指

導 の もと に 設立 され た 大 凵本 兵器 も全面 的に 限 界

ゲージ 方式 を採用 して い る
12e ）。

　 こ の 頃 ， 欧 米 の 機械工 場
121）や ドイツ の 航空機工

±ai22）を視 察 した 民間 の 機械 技術者 は 異 口 同 音 に

治具 や 限界 ゲージ を使用 して大量生産を行 っ て い

る と報告 して い る。また ， ドイ ツ の 戦時 状態 を視

察 した 陸軍 の 関係者 も ， 同国の 機械工 業 を例に ひ

きなが ら ， 限 界ゲ
ー

ジ 方式に よる互換性部 品 の 製

作 を さ か ん に 強 調 して い る
123 ｝。

　 しか し，限界ゲ ージ 方式の 実施状 況は不 充分 で

あ っ た らしく，外 人技師 の 指導の もと に 厳格 に 同

方式 を実行 して い た大 日本兵 器 の 石 原励 は 「方 々

の 工 場 に行 っ て折 角立 派 に 機械加工 され た もの が

鑪 とか其の 他 の もの で 擦 り回 され て それ を組 立 に

使用 され て 居 る の を見 る」 と目か ら涙が 出 る 。 機

械工 が
一生懸命作 っ た もの をな ぜ 「変形 さすの か 、、

所が それ が 変形 で は な くして ，斯 くしな くて は其

の 部 品が 与え られ た 所に 取付 ける こ とが 出来 な い

結果 で さ う云 ふ こ と をや っ て 居 る と い ふ こ とを知

る」 と痛憤 を感 じる
124 ｝，と記 して い る。

　富士通信機 の 鶴五郎 も ， 日本で 治具 お よび 検査

具 が 発達 しない で 今 日 に 至 っ た の は
，

ほ と ん どが

注文 生産 で ， 大量 生産が 行 わ れ なか っ た ため で あ

る と分 析 し， 昨今 の よ うな多量生産 の 時代 に お い

て は ， 「寸法 を検査 する に は 其寸法を測 定す る と い

ふ 遣方で な しに ， 公 差の 範囲 内に あ るや を検 査 す」

べ きで あ る
1251

と述 べ て い る。彼は，また ， 「普通 の

ユ ニ バ ー
サ ル な検査具，色ん な リン グ ゲ ー

ジ ，
プ

ラ グ ゲ ー
ジ ，

マ イク ロ メー
タ
ーなどは 多量 生産 に
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は 余 り使 っ て 頂 きた くな い と思 ひ ます 。 多量生産

に は ， その 品物 の み に使ふ 検査 具が 必 要だ と思ひ

ます。それ に は リ ミ ッ トゲ ージ シ ス テ ム が 必 要に

な ります
126 〕

」 と語 っ て い る。

5．む すび にか えて

　大正末期頃か ら第二 次世界大戦終結 に至 る まで，

「感 の 工 業，器用 な職工 の 手 に なっ た 工 業 ， （中略）
・
面 か ら見 れば斯 くの 如 き工 業製品 は骨董 品 に 過

ぎな い
。 精密 な る ゲ ー

ジ を唯
一一

つ の 案内者 とし て

製造 さるべ き工業 品は将 来の 市場 を圧倒す る もの

で あ り （中略）骨董品製造は 芸術家 に 委か せ て 置

け ば それ で 充分 で ある
12
列 な ど と，多 くの 識者が

かんや こ つ を主体 とす る合わせ 仕事か ら脱却 して ，

限 界 ゲ ー
ジ方式に 基づ く互換性部品に よる機械 の

製作 を主 張 した 。 しか し，手先 の 器 用 さ と 熟練 を

い た ず らに 誇 る職 人的気風は生 き続 けた 。 特に わ

が 国 の 工 業生産活動 に重要な役割 を果た した 中小

企業で は，昭和 10年 代に 入 っ て も，限界 ゲ
ー

ジ は

お ろ か マ イク ロ メ ー
タす ら満足に所有 して い な い

機械工 場 も数 多 く存在 し
1zs ｝，寸法精度 の 確保 は も

っ ぱ ら作業者 の 熟練 とか ん を頼 りに ス ケ ー
ル とパ

ス に よる現 物合わせ て行 われ ， 寸 法精度の 劣悪 さ

が嘆かれ た 。

　第二 次世 界大戦末期，わ が 国で工 作機械製造の

技術指導に 従事 した ス イス 人技師 ビ ク トル
・ガ ン

トネ ル は ，
日本人 は知能 は優秀で あ るが ， 機械 を

作 る場合 ， 正 確 さ に 対する 概 念 が 非常に 鈍 い
。 「だ

か ら ス ペ シ ャ ル ス パ ナ
ー

の 注文 をする として ，マ

ージ ン
「
をIO分 の 1 ミリに 注文 して も，それ が 2 分

の 1 に な っ た り，全然使 ない や うな もの を持 っ て

来る」 と， 合 わせ 仕事中心で進ん で きた 日本 の 工

作機械工業 を批判 して い る
L29 ｝。

　昭和 10年代 に 入 っ て急成長 を遂げ た大量 生 産型

の 自動車工 業や航 空機工 業な ど も事情は 「司じで ，

限 界 ゲ
ー

ジ 方式は 「逐 時浸透 して い っ た が ，現場

か らは あま り歓迎 され ず，職工 は パ ス をもっ て測

定す る こ と に なれ，検査工 程 に お い て もこ の 方式

を厳 重 には実行 して い なか っ た よ うで ある。（中

略）戦 時中多くの 部 品 を作 りな が ら 「飛 ぶ 飛行 機』

は少数 しか 生産で きな い 」と い うよ うな状 況 に 立

ち 至 っ た ］3°〕。

　昭和 30年代か ら始 ま っ た 経済 の 高度成長期 を経

て ，わ が 国 の 機械工 業 は寸法精度の 正 確 さで象徴

され る品 質 の 良 さ と価格 の 安 さで ， 多くの 分 野 に

お い て ，世 界に覇を唱 え る よ うに な っ た 。価格 に

っ い て は為替 レ
ー

トの 関係 な どもあ る の で さてお

くとして ， 戦前 の わ が 国の 機械製品の ほ とん ど は ，

寸法精度の ば らつ きをも含め て，つ ねに 品質 の 劣

悪 さが問題 に な っ て い たか ら ， 戦後わ ずか 2 ， 30

年 の 間に ， なぜ か くも激 しい 変貌 を遂げた の で あ

ろ うか。

　 こ の 問題 は 今後さ らに 追求 さ れ なければ ならな

い 課題 で あ る 。
一

般 的に は，QC サ ークル や OJT

などで示 され る ように，終 身雇用制 と年功序列賃

金 ならび に 企 業内組合 の 三 つ の 制度 を背景 と した，

品質管理技術 の 発展に 負 うと こ ろが 大 と考 え られ

る が ， 寸法精度 の 問題 に しぼ っ て ，その 背景をさ

ぐっ て み る と，戦中 ・戦後 の
一

時期 の 体験が 機械

工 業にお ける寸 法精度 の 概 念 に大 きな変化 を もた

ら した の で は な い か と思 われ る 。す なわ ち ，

1 ）

2 ）

3 ）

　結果 的に は 失敗 に 終 わ っ た もの の ，第二 次

世界大戦中の 大量生産 に付随す る寸法精度改

善 の 努 力が ，技術導入 をも含め た戦後 の 技術

発 展 の 土 壌 とな っ た こ と

　大戦 中の 精神至 上主義が ， 敗 戦 の シ ョ ッ ク

に よ っ て，科学万能主義 に 転化す る と ともに，

「米英 鬼蓄」の 裏返 しと して の 米国救世主的

イメー
ジ が それ に合体 し， 規格 ない し仕様書

に よ る寸 法精 度確保 を重視 す る米 国技 術 へ の

全面的な崇拝 感情が 生 じた こ と

　米国流の きび しい 寸法精度の 概念が 占領 中

の 米軍 へ の 物品納入や そ れに続 く朝鮮戦争特

需の 受注 を通 じて 浸透 した こ と

　 な どが考 え られ る。

　第 1 ）項 に つ い て は ， ケ
ー

ス は 異 な る が ， 科 学

的管理 法 の 分 野で 上 田 武人 が つ と に 指摘 して い

る
131 ）

し，機械工 業で は星野芳郎 と向坂 正 男 が

　　た と え失敗 した に せ よ，お び た だ しい 資金 を

　　浪費 した に せ よ ， また 軍 事工 業 の 形 の もとで

　　は あ っ た に せ よ，と に か く日本 の 機械工 業 は ，

　　歴史 上は じめ て全面 的 な大量生産方式 を経 験

　　し た。 ま た
，

一
方 で は前 近代的 な生 産構 造 を

　　拡大 しな が ら ， 他方で は近 代的 な生産構造 の

　　土 台 を きず い た こ と もた しか で あ る。 こ うし

　　た 蓄積 は，第二 次世界大戦後 の 日本 の 機械工
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　　業に ひ きつ が れた 。

　 と記 して い る
132 ｝。

　第 2 ）項 と第 3）項 の 問題 に つ い て は ， 旋盤工

作家 の 小 関智 弘 の 体験 に集約 され て い る よ うに思

える 。 彼は つ ぎの よ うに 記述 して い る
133 ）

。

　　岡本 さん は （中略）北村鉄 工 所 を辞め て い っ

　　た 。 鉄工 所か ら新 しく注文の きた 特需の 仕事

　　を旋盤 で加工 して ，岡本 さん は大量 の 不良 晶

　　 を出 した の だ っ た 。〔中略）北村 さん も，鉄工

　　所か ら呼 び つ け られ る まで ， まさか納入 した

　　もの が 全部オ シ ャ カ だ とは 知 らなか っ た 。 仲

　　略）特需 品は， 日本の 工 場で使 う部 品の よう

　　に 特別に 採用 して くれ る とい うこ とは け っ し

　　て なか っ た e 図面 に書か れ た寸 法精 度 を少 し

　　で もは ずれ た ら不採用に な っ た 。 不採用 は そ

　　 の まま罰金 に つ なが っ た 。 ア メ リ カ 式の 契約

　　に不慣れ な岸田 さんや 歌川 さん は，そ こ を何

　　 と か す る の が 工 場主 の 腕 っ て もの だ と噂 しあ

　　 っ て い た が ， 米軍 の 検 査 は け っ して それ を通

　　 さぬ よ うだ っ た 。 北村 さ ん は ，
工 場 の み ん な

　　 を集め て い っ た 。

　　 「俺 は外地 で工 兵 を して い た か ら知 っ て い る 。

　　戦地 で ， 野砲 や戦車 の 部 品 を組む段 に な っ て，

　　 日本 の 兵器 が どん な に い い 加減 だ っ た か 。 俺

　　 た ちは， 日本の 兵器工 場 を呪 っ た もの だ 。 現

　　物合 わ せ なん て こ と は ，ア メ リカ で は 通用 し

　　 ない ん だ 。それ は ア メ リカ の 工 業の 立派なと

　　 こ ろ だ と俺 は思 う」

　　 （中略 ）わ た しは ， ノ ギ ス や パ ス の 入 っ た小

　　 さな道具箱 を抱 えて 立 ち去 ろ うとす る岡本 さ

　　 ん か ら，逃 げ シ ョ ン をか け られ た よ うな裏切

　　 りを感 じた 。 〔中略）工 場 は また 三 人 に戻 っ て

　　 しま っ た。それ なの に い っ たん増 え た特需 の

　　仕事 は ， け っ して減 りは しなか っ た。

　計測器類 を工 貝の 個 人負担に した まま， 限界ゲ

ージす ら準備 しない ヱ 場，測定精度 こ そ ス ケ ール

か ら ノ ギ ス に 変 っ て 向上 し た もの の ，依然 として

パ ス で 当 りを取 っ て精度 を確保す る 工 員，計測器

類 の 不備 か ら くる誤作 の 発 生，朝鮮戦争特需景気

で
一

息 つ く工 場主 と そ れ に 追 い ま くられ る 工 員 な

ど，小関 の 記述は ま だ近代化 して い な い 当時の 中

小機 械 工 場 の 実相 を知 る うえ で 興 味深 い が
，

圧 巻

は米軍 の 寸法精度に対 する厳格 な姿勢 とそれ に と

ま ど うわ が国中小 企業 の 姿で あ る 。 また ， 工 場主

が 莫 大な損害 に もか か わ らず，「それ は ア メ リ カ の

工 業 の 立 派なと こ ろ だ 」 と米軍 の や り方 を全面的

に称 賛 して い る。 こ の 態度の なか に ， 米国技術に

全面的 に 帰依する 当時 の 大部分 の ロ本 人 の 心 情を

み る こ とがで きる。

　 なお，小尾洋介 も戦後 の ゲ ージ 業界の 状況 に つ

い て ，「軍関係或 は 民間軍需 関係の 多 くの 技術 者

が ，敗戦後，新旧，大小 を問わ ず全国の メ ー
カ
ー

に 散 り，
ゲ ー

ジ シ ス テ ム の 価値 を認識 させ
， そ の

活 用 を促 した」と述 べ る とと もに ， 米 軍特需が 「ゲ

ージ類 の 常備 と使用 」 を 「強制」 し，それ が 「民

生品生産 に お け る，特に 限界ゲ ージ方 式の 普 及 に

側 面 的に大 き く作用 した と も言え」る
134 ｝

と記 して

い る 。
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    The  Development of  Limit Gauge  System in Japan durring the  Early Part of  Showa  Era

                                                                     Masaaki  Kawamura

  In this report,  a  history of  limit gauge  system  in Japan is chiefly  investigated from 1930 to 1945,

  In Japan, the  limit gauge  system  has been  applied  in machine  shop  since  1914. Nevertheless, this

method  had not  fixed completely  in many  machine  shops  till 1945. When  workers  assembled  the parts

inte a  complete  machine,  parts  were  fitted by  using  jointly hand  finishing,

  After the second  World  War, the limit gauge  system  has fixed in machine  shops,  In this back-

ground, it may  be that special  procurements  of  the United States armed  forces compelled  to use  of

limit gauge. In addition  to, experience  with  mass  production of  machines  in the second  World  War

may  also  exist.
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